
嚥下内視鏡検査：説明と承諾書

　　　薬や検査食品により、アレルギー反応が起こることもあります。合併症が起こった

　　　ら、それぞれ適切な対応を行います。

摂食・嚥下障害とは食べ物や飲み物が上手に飲めなくなる障害です。様々な原因で起こ

り、「脱水・栄養障害」「誤嚥・誤嚥性肺炎・窒息」などにつながることがあります。

　【今回の検査目的】

食物が通過する、のどの部分にどのような異常があって、どうしたらよいか必要な情報

ただし、同意した後での撤回や検査途中で具合が悪くなったりした場合には、いつでも

を得ることが検査の目的です。

　【予定している検査の具体的方法】

　【病名・症状】摂食・嚥下障害

担当医師

　　　熱、誤嚥性肺炎が起こることがあります。誤嚥が起こったら、直ちに吸引や適切な

　　　対応を行います。

2.　　その他、検査は注意深くおこないますが、まれに以下の合併症が起こることがあり

　　　ます。検査の緊張や刺激により、失神発作が起こることがあります。内視鏡の通過

　　　により鼻やのどに傷がついて出血することがあります。また、のどの奥まで達した

　　　内視鏡により喉頭や声帯に傷害を生じることがあります。検査に使用する局所麻酔

鼻から内視鏡を通して、のどを観察します。実際に食物を食べてもらい、口から、のど・

食道へ食物がどのように通過するか、のどにどの程度残るか、などがよくわかります。

リハビリテーションで必要な訓練をその場で行い、効果を見ることもできます。

　【今回の検査に伴う合併症】

1.　　適切な食事を判断するためにやむを得ず患者さんにとって難しい食物ならびに量

　　　を摂っていただくことがあり、検査中に誤嚥が起こり得ます。まれに誤嚥による発

　　　ご著名ください。

中止も出来ます。

　　　上記について説明しました。

患者著名

ご家族著名

京都九条病院　　　　　　　　　　

　　平成　　　　年　　　　月　　　　日

（患者との関係：　　　　　　　　　　）

　　　上記説明内容に納得され、検査実施に承諾していただけるようでしたら、




